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1. 総論 

1.1. 本ガイドラインの位置づけ 

 

本ガイドラインは、首都高速道路における附属施設物（建築物・機械設備・電気通信設備）の建

設・更新・維持修繕事業に BIMを導入する場合の目的、効果、BIMモデルの構成・作成方法、首都

高と受注者の役割等に関する基本的な考え方を示したものである。 

 

 (解説) 

 BIM（Building Information Modeling/Management の略）は、設計段階から 3次元モデルを導入

することにより、後工程の施工、検査、維持管理の各段階においても 3次元モデルを連携・発展さ

せるとともに事業全体にわたる関係者間の情報共有を容易にし、一連の建設生産・管理システムの

向上を図るものである。一般には対象とする構造物の詳細な形状を 3 次元で表現した「3次元モデ

ル」と部材の形状や寸法等を示す「属性情報」を組み合わせたものが BIMモデルと定義されている。 

  首都高では、労働人口の減少等による社会背景を踏まえ、生産性向上を目的に 2018年度から土木

構造物及び土木附属施設物を対象とした CIM（Construction Information Modeling/Managementの

略）導入の検討を実施し、建設・更新・維持修繕の各事業から試行工事を選定し、首都高における

CIM導入の目的、期待する効果、CIMモデルの構成・作成方法、首都高と受注者の役割等について検

討を行い、現段階における基本的な考えを「首都高速道路における CIM 導入ガイドライン」（以下、

「CIM 導入ガイドライン）」）として 2020年度に制定した。 

今般、「CIM導入ガイドライン」に準用するものとして附属施設物（建築物・機械設備・電気通信

設備）に特化した「首都高速道路における BIM導入ガイドライン」を制定し、BIMモデルを定義（3

次元モデル、2 次元モデル、3 次元点群モデル)することとした。これらについては、次節以降にて

詳細を述べる。 

   本ガイドラインを参考に、適用する事業の特性や状況に応じて首都高と受注者で協議の上、BIM

の適用を行うものであり、BIM モデルの作成方法等は、本ガイドラインに記載されたもの全てに準

拠することを求めるものではない。なお、国土交通省（以下「国交省」という）等の動向や BIM 適

用工事による実施状況、検討結果を反映し、本ガイドラインは随時更新していく。 
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1.2. BIM の導入対象 

 

BIM の導入対象は、原則として、建設・更新事業及び維持修繕事業における附属

施設物（建築物・機械設備・電気通信設備）に関わる工事、設計業務とする。  

 

（解説） 

BIMの導入対象は、原則として、建設・更新事業及び維持修繕事業における附属施設物（建築物・機

械設備・電気通信設備）に関わる工事、設計業務とする。BIMを導入する際は本ガイドラインを適用す

る。工事、設計業務の BIM対象となる工事内容及び業務内容を表１に示す。 

なお、国交省「BIM/CIM 活用ガイドライン(案)第 6 編 機械設備編（R3.3）」のように土木構造と一

体として BIM/CIMを活用する場合など、BIM対象等について疑義が生じた場合は、技術部施設技術課に

相談されたい。 

 

[附属施設物] 

 換気所、パーキングエリア、社屋、補修基地、料金所等の建築物 

 建物換気設備、建物給排水衛生設備等の機械設備 

 建物照明設備、建物受変電設備等の電気通信設備 

 

表 １.  BIM 対象となる工事内容及び設計業務内容 

対象 内容 

工事 BIM 対象 附属施設物（建築物・機械設備・電気通信設備）に関する工事※1 

設計業務 
BIM 対象 

設計に関する業務 

施工検討に関する業務 

その他※2 

BIM 対象外 その他(BIM 対象以外の業務) 

※1：単価契約の工事については現在検討段階であるため導入対象外とする。 

※2：附属施設物の 3次元 CADデータの作成するもの、後の業務等において有益な情報として 

活用が期待できるもの。 

 

  



 

3 

 

1.3. BIM 導入の目的と概要 

 

BIMの導入は、附属施設物（建築物・機械設備・電気通信設備）の建設から維持管理に至る一

連の事業段階（設計、施工、点検、補修等）における建設生産システムの生産性向上及び高度化

を図ることを目的とし、i-DREAMsの GISプラットフォームと連携した BIMを導入する。 

 

（解説） 

首都高における BIMは、2017年から首都高グループ内で運用を開始しているスマートインフラ

マネジメントシステム「i-DREAMs」の GISプラットフォームと連携して活用するものである。首

都高では、供用延長が 327km の既設路線構造物の諸元データ、点検・補修等の管理データ、さら

には、構造物の 3 次元点群データや施設管理用資料が i-DREAMs の GIS プラットフォームにデー

タベースとして蓄積されている。この現状システムを活用することが有効と考え、i-DREAMs の

GIS プラットフォームを基盤とした BIM を導入することとした。図１に i-DREAMsと連携した BIM

運用イメージを示す。 

具体的には、GIS プラットフォームの路線情報、位置情報に附属施設物の BIM モデルを関連付

け、そのモデル内に図面や計算書、材料情報等の BIMモデルを構成する属性情報を付与し情報の

一括管理を行う。これにより、各事業段階の情報を後工程の事業へ確実かつ効率的に引継ぐこと

が可能となり、維持管理における建設時情報の活用、総合的な施設運用等の企画・管理等、事業

全体での生産性向上及び高度化が図られる。BIM モデルの詳細及び BIM 適用の効果は次章以降に

示す。 

図１．i-DREAMs と連携した BIM 運用イメージ 
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1.4. BIMモデルの種類 

 

首都高では、3種類の BIMモデルを設定し、事業段階や目的、効果に応じた BIMモデルを選択するもの

とする。 

(1) 3次元モデル 

i-DREAMs の GISプラットフォーム上の路線情報（ポリライン）、位置情報（アイコン）に対して属性情

報と 3 次元 CAD データを関連付けたモデル 

(2) 2次元モデル 

i-DREAMs の GISプラットフォーム上の路線情報（ポリライン）、位置情報（アイコン）に対して属性情

報を関連付けたモデル 

(3) 3次元点群モデル 

i-DREAMs の GISプラットフォーム上の路線情報（ポリライン）、位置情報（アイコン）に対して属性情

報と 3次元点群データを関連付けたモデル 

 

（解説） 

国交省の BIM モデルとは、対象とする構造物の詳細な形状を 3 次元で表現した「3 次元 CAD デー

タ」と部材の形状や寸法等を示す「属性情報」等を組合せたものを示している。首都高の BIM モデ

ルでは、3 次元モデル、2次元モデル、3 次元点群モデルの 3 種類を定義する。また、CIM導入ガイ

ドラインにもある現状を踏まえて 3種類の BIMモデルを選択できることとした。 

3 種類の BIM モデルの詳細は下記に示し、BIM モデルのイメージを図２に示す。なお、第 2 章に

て、各モデルの事業段階や目的・効果に応じた導入方針を述べる。 

首都高における属性情報は、径間単位、距離単位、附属施設物単位等に整理された情報（図面、

設計計算書、施工計画書、施工記録、点検、補修情報等）を示す。現状の i-DREAMs の機能として、

路線情報に関連付く建設及び補修工事のしゅん功図面等を閲覧することは可能であるが、今後 BIM

では、附属施設物単位等に分割された図面等が格納され、ツリー状に視覚化される。また、維持管

理上必要とされる材料仕様書、施工計画書、施工記録等も閲覧可能となり、附属施設物で得られる

情報種類が拡大する。なお、図２に示す属性情報 1とは現状の i-DREAMsから閲覧可能な情報、属性

情報 2とは、現状の i-DREAMs から閲覧不可の情報、属性情報 3とは、点検・補修に関わる情報を示

している。 

 

(1) 3次元モデル 

3 次元モデルとは、i-DREAMs の GIS プラットフォーム上の換気所やパーキングエリア等の附属施

設物を棟単位等で区分した属性情報を関連付けたものに加え、附属施設物の詳細な形状を表現した

3 次元 CAD データを作成し、附属施設物の路線情報、位置情報に関連付けて閲覧可能としたモデル

である。本モデルの適用は、主に建設・更新事業、維持修繕事業の設計、施工段階から BIM を適用

する場合、対象附属施設物の 3 次元モデルの作成によって、生産性向上が期待できる工事、設計業

務等を想定している。モデルの詳細については後述する「3.2. 3次元モデル」を参照されたい。 
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(2) 2次元モデル 

2 次元モデルとは、i-DREAMs の GIS プラットフォーム上の換気所やパーキングエリア等の附属

施設物を棟単位等で区分した属性情報を関連付け、閲覧可能としたモデルである。首都高の BIM モ

デルとしては最低限作成する必要があるモデルである。本モデルの適用は、外構舗装工事や簡易

で小規模な工事といった対象物の 3 次元詳細の把握を必要としない工事や、施工途中段階からの

BIM 適用で 3 次元 CAD データ作成によって、十分な生産性向上効果が期待できない工事を想定し

ている。モデルの詳細については後述する「3.3. 2次元モデル」を参照されたい。 

 

(3) 3次元点群モデル 

3次元点群モデルとは、i-DREAMs の GIS プラットフォーム上の換気所やパーキングエリア等の

棟単位等で区分した属性情報(図面、設計計算書、材料仕様書、施工計画書等)を関連付けたものに

加え、詳細な形状を可視化し位置情報を有する 3 次元点群データに対して、損傷位置と損傷単位の

属性情報(点検、補修情報等)をタグにより関連付けることができるモデルである。本モデルの適用

は、B ランク補修等の損傷位置毎の情報管理によって生産性向上が期待できる点検及び補修補強工

事等を想定している。現時点では開発段階である。モデルの詳細については後述する「3.4. 3次元

点群モデル」を参照されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．首都高速道路における 3 種類の BIM モデルイメージ 

 

   

① 3次元モデル ② 2次元モデル ③ 3次元点群モデル

路線情報・位置情報

i-DREAMsのGISプラットフォーム

路線情報・位置情報 路線情報・位置情報

※1：径間単位、距離単位、
附属施設物単位等の属性情報

※2：その他の属性情報

属性情報１：図面、設計計算書（現状のi-DREAMsで閲覧可能な情報）
属性情報２：材料仕様書施工計画書等現状のi-DREAMsで閲覧不可の情報
属性情報３：点検・補修情報等

3次元CADデータ

属性情報１※１

属性情報２※１

※（必要に応じ）完成時に３次元点群
データを取得

属性情報１※１

属性情報２※１

3次元点群データ

属性情報3※２

属性情報１※１

属性情報２※１

※（必要に応じ）完成時に３次元点群
データを取得
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1.5. BIM 関連資料 

 

本ガイドラインは、BIM の導入に関する基本事項を定めたものであり、各種関連資料で定めら

れている事項については、それらに従う。 

 

（解説） 

BIM 関連資料は表２のとおりで、BIM モデル作成時には、これらを踏まえた上で実施する。なお、

現状では下記の関連資料となっているが、国交省で実施されている BIM の検討状況を参考に、適宜

更新及び追加を行う。 

表２．首都高速道路における BIM 関連資料 

資 料 内 容 所掌課 

首都高速道路における CIM導入

ガイドライン 
首都高での CIM導入の基本事項を示したもの。 技術推進課 

首都高速道路におけるＢＩＭ導入

ガイドライン 
首都高でのＢＩＭ導入の基本事項を示したもの。 施設技術課 

CIM成果品作成マニュアル 
CIMを適用する工事、調査・設計業務ごとの、CIM成果品作

成方法を定めたもの。 
技術企画課 

BIM成果品作成マニュアル 
BIMを適用する工事、調査・設計業務ごとの、BIM成果品作

成方法を定めたもの。 
技術企画課 

CIM成果品検査マニュアル ＣIM成果品の検査方法を定めたもの。 
工事検査課 

技術企画課 

電子納品等運用マニュアル 電子納品における成果品の格納方法等を定めたもの。 技術企画課 

 

表３. 国交省における主な BIM 関連資料 

資 料 内 容 

BIM /CIM 活用ガイドライン(案)

（R3.3） 

公共事業に携わる関係者（発注者、受注者等）が BIM /CIM を円滑に活用するため

の参考資料。 

3 次元モデル成果物作成要領

（案）（R3.3） 
3次元モデル成果物の作成方法及び要件を示した参考資料。 

官庁営繕事業における BIM モデ

ルの作成及び利用に関するガイ

ドライン（H30.8） 

官庁営繕事業における BIMモデルの作成及び利用に関する基本的な考え方等を示

したもの。 

BIM 適用事業における成果品作

成の手引き（案）（H30.8） 

官庁営繕事業における設計業務又は工事において BIMモデルの成果品等を示した

もの。 
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1.6. BIM の現状と将来 

 

BIM を導入し得られた知見や技術の進歩に応じて（ソフトウェアの機能向上や i-DREAMsの改良

等）、首都高における BIMを継続的に改善、拡充していくものである。 

 

（解説） 

BIM 導入にあたり、現状とより一層の生産性向上を目指すための将来の展望を表４に示す。 

① BIM関連資料 

現状では、BIM を運用するため、2 種類の資料を定めている。BIM の実施で得られた知見や技術の

進歩に応じて、中長期的に本ガイドラインの改訂を行う。「BIM成果品作成マニュアル」の記載内容は

電子納品に関わる事項であることから、将来的には「電子納品等運用マニュアル」に統合することを

目指す。 

② 電子納品方法 

現状では、工事・設計業務等の成果品を「電子納品等運用マニュアル」に基づき電子媒体による納

品となっている。将来は i-DREAMs のシステム改良により、成果品を i-DREAMsへアップロードするこ

とで納品が完了となることを目指す。 

③ BIM対象事業 

現状では、建設・更新事業から適用開始し、維持修繕事業における土木構造物及び土木附属施設物

に関わる工事、調査・設計業務を CIMの適用対象としたことに加え、建築物・機械設備・電気通信設

備の附属施設物に関わる工事・設計業務では BIMの適用対象としている。将来的には、土木・建築・

機械・電気に関わる単価契約工事等への適用拡大を目指す。 

④ 情報共有システム 

現状では、システムやセキュリティーの制約があり改良が必要なため、首都高側でのみ i-DREAMs

上の BIM 成果品等のデータを閲覧・ダウンロードすることが可能である。将来的には、i-DREAMs を

関係者（首都高及び受注者等）で共用し、BIM成果品等のデータを閲覧・ダウンロードに加え、しゅ

ん功図書のアップロードといった電子納品の機能も付加させる。さらに、ASP（情報共有システム 

Application Service Provider）の機能を兼ね備えることで、施工途中段階等での打合せ簿の共有や

図面等の承認行為も可能とすることで、情報共有システムの高度化を図り、より一層の生産性向上を

目指す。 

⑤ BIMモデル 

現状では、維持管理への活用や首都高の資産(i-DREAMS や点群データ)を有効活用することを念頭

に置き、首都高に適した合理的な 3 種類の BIM モデルを設定した。将来的には、技術の向上により、

3次元点群データ等から 3次元 CADデータを容易に作成し、位置情報を有する 3次元モデルを BIM モ

デルの標準とすることを目指す。 

⑥ 点検 

3次元点群データに点検情報等の属性情報を付与すると、補修工事における生産性向上が期待され

る。例えば、現地調査における損傷箇所特定の迅速化、補修方法決定等の意思決定の迅速化に大きな

効果が得られる。これを踏まえて本ガイドラインでは首都高独自の 3 次元点群モデルを BIM モデル

の 1つと定めた。この 3次元点群モデルの効果を最大限に発揮するためには、点検時において、取得
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済みの 3 次元点群データに位置情報を有した点検情報を付与することが有効である。将来的には AR

等の技術を活用した点検手法を確立し、点検と同時に 3次元点群データに点検結果を属性情報として

関連付ける。3次元点群モデルは、点検から後工程の設計・施工、次回以降の点検に引継ぎ活用する

ことにより効率的な補修・補強の実現を目指す。 

⑦ 検査 

BIM は工事検査の効率化に寄与する。例えば遠隔臨場による出来形の検査等に BIMモデルを活用す

ることが考えられ、今後現場試行を通じて検討する方針である。将来的には BIMモデル（3次元モデ

ル、3次元点群モデル）を活用した工事検査によって検査の簡略化、効率化を目指す。 

⑧ 既設構造物の BIMモデル化 

現状では、既設附属施設物の建設時・補修時のデータを 3次元 CAD データ等にすることは費用対効

果の観点から検討中である。一方で既設附属施設物の一部は 3次元点群データを既に取得しているこ

とから、これを活用することが効果的であると考えられる。将来的には技術の向上により、3次元点

群データ・2次元図面から 3次元 CADデータを容易に作成することが可能となれば、上述した位置情

報を有する 3 次元 CAD データの BIM モデルが実現される。その場合は首都高の全路線における既設

附属施設物の BIMモデル化（3 次元 CADデータ化）を目指す。 

 

将来的には、これらの課題を解決し、首都高速道路におけるデジタルツイン・プラットフォームの

構築を目指し、一連の事業段階(設計・施工・点検・補修等)において生産性向上と高度化を図ること

を期待している。 

 

表４．BIM の現状と将来 

項 目 現 状 将 来(中期的、長期的) 

①BIM 関連資料 ➢ 首都高速道路における BIM 導入ガイドライン 

➢ 電子納品等運用マニュアル 

➢ BIM 成果品作成マニュアル 

➢ 首都高速道路における BIM 導入ガイドライン(適宜、改訂) 

➢ 電子納品等運用マニュアル（BIM 成果品作成マニュアルを統合） 

②電子納品方法 ➢ 工事・設計業務の成果品を電子納品等運用ガイド

ラインに基づき電子媒体による納品 

➢ 工事・設計業務の成果品を i-DREAMs へのアップロードによる納品 

③BIM 対象事業 ➢ 建設・更新事業及び維持修繕事業に関わる 

施設分野の工事及び設計業務が対象 

➢ 土木・建築・機械・電気に関わる単価契約工事等への適用拡大 

④情報共有システム ➢ i-DREAMs を用いて首都高側のみで BIM 成果品の 

閲覧・ダウンロードが可能 

➢ i-DREAMs を受注者間と共用し、BIM 成果品（しゅん功図書等）の 

閲覧・ダウンロード・アップロードが可能 

⑤BIM モデル ➢ 3 次元モデル 

➢ 2 次元モデル 

➢ 3 次元点群モデル 

➢ 3 次元点群データと 3 次元モデルを統合した BIM モデル 

（位置情報を有する） 

⑥点検 ➢ 点検情報を 3 次元点群データに付与させる技術

を開発中 

➢ 点検情報を BIM モデルに付与（AR 等を活用した点検） 

➢ BIM モデルのマーキングから点検・補修情報を閲覧可能 

⑦検査 ➢ BIM モデルを活用した遠隔臨場による 

工事検査の検討 

➢ BIM モデルを活用した遠隔臨場による工事検査の導入 

⑧既設附属施設物の 

BIM モデル化 

➢ 既設附属施設物の BIM モデル化は費用対効果の

観点から検討中 

➢ 全路線の附属施設物の BIM モデル化（3 次元 CAD データ化） 

※位置情報を有する 3 次元 CAD データ作成（点群との重ね合わせ） 
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2. BIM の導入  

2.1. BIM 導入の基本方針 

 

BIM 導入の基本方針は以下とする。 

(1) 設計、施工、点検、補修等の各事業段階で BIMを導入するにあたり、それぞれの段階に応じた

目的と効果を明確にして BIMモデルを活用する。 

(2) 後工程の業務や将来の維持管理においても継続的に活用することで、用途等も踏まえ事業全

体での生産性向上を図る。 

 

（解説） 

(1)  設計、施工、点検、補修等の各段階で BIM を導入するにあたっては、首都高と受注者及びそ

の他の関係者との間での情報共有の効率化や合意形成の迅速化など、各業務内容に応じた BIM

活用目的や期待する効果を明確にするとともに、経済性も考慮して BIMモデルを活用する。 

当該業務で作成する BIM モデルは、「1.4 BIMモデルの種類」で述べた通り 3種類のモデルが

あり、作成するモデルの特性から建設・更新事業と維持修繕事業の事業区分で使い分けること

もあるが、後者であっても附属施設物の改修等による更新工事も考えられる。また、現時点で

は、3 次元点群モデルの詳細仕様は開発段階である。参考に BIM モデル選定の基本フロー（図

３）を示す。BIMモデルの選定において、判断が困難な場合は施設技術課に相談されたい。 

(2)  各段階で作成・更新した BIM モデルは、後工程の業務や将来の維持管理のほか、資産区分や

使用者等が輻輳している附属施設物など、必要かつ正確な情報を一元的に管理することで、継

続的に BIM 導入の効果を期待できる。首都高及び受注者は、BIM 導入による成果（BIM モデル、

属性情報等）を後工程に確実に伝達することを念頭に置いて業務を実施する。首都高は、受注

者から受領した成果物を i-DREAMsと連携させて的確に管理し、首都高の全路線の情報を一括管

理することで、継続的に活用し、事業全体での生産性向上を図る。 
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図３．BIM モデル選定の基本フロー 

 

導入に向けて開発段階 
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2.2. 設計段階における BIMの活用 

 

設計段階では、関係法令に基づく建築物の形状、周辺環境、設備配管の干渉等の確認等で BIMを活

用する。 

 

（解説） 

設計段階での業務内容に応じて BIM の活用方法や期待する効果を明確にした上で、業務を実施す

る。設計段階では主に以下のような効果を想定している。 

 首都高と受注者間における情報共有の効率化、合意形成の迅速化 

 意思決定の迅速化 

 情報の一元管理による資料検索の効率化 

 可視化による景観詳細検討の効率化 

 対象構造物や周辺構造物の可視化による構造物の取り合い確認の高度化 

 可視化による照査作業の効率化と品質向上 

 将来の点検・補修作業を想定した動線検討の効率化・高度化 

 可視化による関係者協議の効率化や合意形成の迅速化 

 後工程における数量算出、積算の効率化 

 法令に基づく申請等の効率化 

 資産区分、使用者等の識別 

 干渉等の設計上のエラーの可視化による早期発見、生産性の向上 

 斜線規制や天空率等の法的制限の可視化 

 

  

＜耐力壁の可視化（平面）イメージ＞ ＜耐力壁の可視化（３D）作業の効率化イメージ＞ 

出典：国交省 官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン（平成 30 年 8 月） 

図 4．設計段階での活用イメージ 
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2.3. 施工段階における BIMの活用 

 

施工段階では、建設・更新事業、維持修繕事業における施工計画検討や作業安全性確認等で BIM

を活用する。 

 

（解説） 

施工段階での業務内容に応じて BIM の活用方法や期待する効果を明確にした上で、業務を実施す

る。施工段階では主に以下のような効果が期待できる。 

 首都高と受注者間における情報共有の効率化、合意形成の迅速化 

 意思決定の迅速化 

 情報の一元管理による資料検索の効率化 

 対象施設物や施工手順等の可視化による施工計画検討や工程管理の効率化 

 対象施設物や施工手順等の可視化による安全性確認作業の効率化と安全性の向上 

 輻輳する他工事との工事調整効率化 

 施工記録等の一元管理による品質管理、施工管理の効率化 

 計測機器での計測結果と BIMモデルの比較等による出来形管理の効率化・検査の高度化 

 ICTとの連携による情報化施工の推進 

 可視化による関係者協議の効率化や合意形成の迅速化 

 後工程（維持管理）において材料・機器情報等の属性情報を活用した劣化・損傷・障害等の原因

究明の迅速化、高度化 

 後工程（維持管理）において過去の施工計画書等の活用により施工計画の迅速化、高度化 

 

 
 

 

 

 

＜例：施工ステップの可視化（揚重計画等）＞ ＜例：足場材数量の算出＞ 

出典：日本建設業連合会 施工 BIM のスタイル（2020 年度） 

図 5．施工段階での活用イメージ 
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2.4. 点検・補修等の段階における BIMの活用 

 

点検・補修等の段階では、損傷状況の把握や補修方法の検討等で BIMを活用する。 

 

（解説） 

  現在、維持修繕事業等（点検・補修等）における BIMについては、検討中であるが、参考に記載す

る。点検・補修等の段階での業務内容に応じて BIMの活用方法や期待する効果を明確にした上で、業

務を実施する。点検・補修段階では主に以下のような効果が期待できる。 

 首都高と受注者間における情報共有の効率化、合意形成の迅速化 

 意思決定の迅速化 

 情報の一元管理による資料検索の効率化 

 点検・障害・補修履歴等の一元管理による情報確認の効率化 

 既設施設物の可視化による現場状況把握の効率化、損傷・障害箇所特定や損傷状況確認の効率化 

 可視化による関係者協議の効率化や合意形成の迅速化 

 施設物、機器等の属性情報を活用した劣化・損傷・障害等の原因究明の迅速化、高度化 

 過去の施工計画書等の活用により施工計画の迅速化、高度化 

 

 

 

＜損傷箇所特定や損傷状況確認の効率化＞ ＜3 次元点群モデルのイメージ（南池袋 PA）＞ 

図 6．点検・補修等の段階での活用イメージ 

 

 

  



 

14 

 

3. BIM モデルの作成  

3.1. BIMモデル作成の流れ 

 

BIM モデル作成の流れは以下のとおりとする。 

(1) BIM を導入する工事、設計業務における BIM 活用目的や期待する効果等を首都高と受注者間

で協議を行い、適切な BIMモデルを選定する。 

(2) 作成する BIM モデルの選定後、BIM モデルを構成する属性情報を作成し、業務完了後に BIM

成果品として納品する。 

(3) 納品した BIM成果品を i-DREAMsの路線情報、位置情報と関連付ける。 

 

（解説） 

  図７に 2 次元モデル及び 3次元モデルに関する BIM モデル作成までの作業フロー及び作業の対

応者を示す。 

(1) BIM を導入する工事、設計業務では、首都高及び受注者は協議により、BIM 活用目的や期待す

る効果等を考慮して、作成する BIM モデルの確認または選定を行う。BIM モデル選定の詳細は

「2.1.BIM導入の基本方針」を参照されたい。 

(2) BIM モデル選定後、受注者は、首都高から貸与された過去の業務成果等（しゅん功図書、3 次

元点群データ、過年度の BIM 成果品等）を活用して、BIMモデルを構成する属性情報を作成する。

属性情報には、工事、設計業務において作成した設計・施工に関わる全てのデータが含まれる。

属性情報が路線情報、位置情報のどの附属施設物に関連付くか示す属性情報ファイル対応表を作

成し、工事しゅん功後に首都高速道路が指定する者(※1)に電子納品とともに納品する。 

(3) 首都高速道路が指定する者(※1)は、納品された BIMを構成する属性情報を i-DREAMsの路線情

報(ポリライン)、位置情報（アイコン）に関連付けを行う。これによって首都高が定義する BIM モ

デルが完成する。 

 

属性情報の作成方法や電子納品の方法については、「電子納品等運用マニュアル」及び「BIM 成

果品作成マニュアル」を参照し、疑義が生じた場合は技術企画課及び施設技術課に相談されたい。 

 

 ※1：首都高速道路が指定する者とは、現状では「首都高速道路技術センター」を指す。 
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図 7.  BIM モデル作成フローイメージ(2 次元モデル・3 次元モデル) 

  

首都高

首都高・受注者間

工事・設計業務に必要な資料を貸与
（しゅん功図書、次元点群データ等）

BIMモデルの活用等協議・選定

必要に応じて
3次元CADデータを作成受注者

受注者

i-DREAMsの路線情報（ポリライン）、位置情報（アイコン）に
属性情報と3次元CADデータを関連付け

首都高が指定する者

BIMモデル作成フロー対応者

BIMを構成する
属性情報を作成

BIM成果品を作成・納品

BIMモデルの完成（2次元モデル・3次元モデル）
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3.2. 3次元モデル 

 

3次元モデルの作成及び閲覧方法は、以下のとおりとする。 

(1) 3 次元モデルでは、i-DREAMs の GIS プラットフォーム上の路線情報(ポリライン)、位置情報

（アイコン）に、対象構造物の 3 次元 CAD データ及び附属施設物単位等で区分した属性情報

を関連付けた BIMモデルを作成または更新する。 

(2) BIMモデルは、i-DREAMs 上で附属施設物単位等を指定することにより閲覧することができる。 

(3) 3次元 CADデータの詳細度は、各事業段階における利用目的等に応じて、首都高と受注者の協

議により決定する。 

 

（解説） 

(1) 3次元モデルは i-DREAMsの GISプラットフォーム上の路線情報(ポリライン)、位置情報（ア

イコン）に、対象附属施設物の 3 次元 CAD データ及び、附属施設物単位等に整理された属性情

報（図面、設計計算書、材料仕様書、施工計画書、施工記録等）を関連付けたモデルである。3

次元 CADデータを活用することによる効果が期待できる事業段階に適用する。 

   3 次元モデルでの属性情報の付与とは、附属施設物単位等に整理し作成した属性情報を i-

DREAMsの GISプラットフォーム上の路線情報、位置情報に関連付けることを意味する。属性情

報は、工事件名、施工業者等の基本情報、施工計画書等の共通情報等に整理された工種毎の情

報で構成されている。附属施設物単位等で整理することを基本とする。詳細については、「BIM

成果品作成マニュアル」を参照されたい。 

 

(2)  路線情報、位置情報に関連付けられた BIMモデルは、i-DREAMs上で参照したい箇所の路線情報、

位置情報を指定することで閲覧できる（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8．３次元モデルからの属性情報の閲覧イメージ 

 

 

 

 

 

i-DREAMs画面（建物ｱｲｺﾝ、黄色表示の径間を選択）

社屋

属性情報一覧 確認申請書 構造計算書

3次元CADデータ

図面
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(3)   3次元 CADデータの詳細度は、国交省の官庁営繕事業における BIMモデルの作成及び利用に

関するガイドラインや BIM /CIM 活用ガイドライン等に準ずることを基本とし、各事業段階で

の利用目的等に応じて首都高と受注者との協議により決定する。（表５） 

 

表５．3 次元ＣＡＤデータの詳細度（目安）の対応表（参考） 

 

参考：国交省 官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン（平成 30 年 8 月）及び、 

国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）（令和 2 年 3 月）より作成 

 

  

ＢＩＭモデルを作成する対象の例 LOD100 LOD200 LOD300 LOD400～

（1）周辺道路、隣地建物等（表面形状）

※一般に入手可能な既往資料を用いて作成する。隣地建物（表面形状）は想定寸法でよいものとする。

（1）建物全体のボリューム（地下、ペントハウスも含む全ての階） ● ● ● ●

（2）内部空間のボリューム（階数、階高、ゾーニング） ● ● ● ●

※検討目的に応じて、外壁、内壁等の BIM モデルも作成する。

（3）空間（室、通路、ホール等（階数、階高、各室の面積共）） - ● ● ●

（4）構造体:柱、はり、床（スラブ）、基礎、耐力壁 - ● ● ●

※鉄骨造の場合は耐火被覆を含めた外形とする。

（5）構造耐力上主要な部分に含まれない壁（種類も含む） - ● ● ●

（6）屋根、階段、庇、バルコニー - ● ● ●

（7）外装（種類、材料等）、外部建具（仕様も含む） - ● ● ●

（8）内部建具（仕様も含む） - ● ● ●

（9）天井（天井高を含む） - ● ● ●

（10）各室の内装仕上げの仕様 - - ● ●

（11）建具・ガラスの仕様 - - ● ●

（12）手すり - - ● ●

（13）雨水配管 - - ● ●

（14）耐力壁、耐力壁以外の壁の区別 - - ● ●

（15）主要な材料等の製造所名、製品番号 - - - ●

（1）構造耐力上主要な部分に該当するもの - ● ● ●

・鉄筋コンクリート造の場合

柱、はり、スラブ、基礎、壁（耐力壁とそれ以外を区別する） - ● ● ●

・鉄骨造の場合

柱、はり、スラブ、ブレース（鉄骨部材の鋼材形状は包絡する外形とする） - ● ● ●

（2）はり、スラブの段差 - ● ● ●

（3）柱、はり及び壁の寄り - - ● ●

（4）電気設備及び機械設備用スリーブの開口寸法、位置 - - ● ●

（5）鉄骨継手、スプライスプレートの位置（鉄骨造の場合） - - ● ●

2
0
0

（1）主要な機器・盤類、主要な幹線（ケーブルラックを含む）、主要な照明器具 - ● ● ●

（2）BIM モデルを作成した各設備の記号、型式等 - - ● ●

（3）主要な機器等の製造者名、製品番号 - - - ●

2
0
0

（1）主要な機器、主要なダクト、主要な配管（保温材等を含む外形） - ● ● ●

（2）BIM モデルを作成した各設備の記号、型式等 - - ● ●

（3）主要な機器等の製造者名、製品番号 - - - ●

昇降機設備 

4
0
0
～

（1）製造者名 - - - ●

（1）現況敷地情報：既存工作物、敷地内既存建築物、既存立木等（表面形状） ● ● ● ●

（2）整備後の敷地工作物等（主要な歩道、車道、駐車場等） ● ● ● ●

（3）舗装仕上げ、植栽等（整備部分） - ● ● ●

（4）構内排水（特に必要と認められる場合） - ● ● ●

（5）外構、植栽、構内排水（雨水）等 - - - ●

ＬＯＤ

周辺敷地
（敷地外道路、
 既存建築物等）

1
0
0
～

意匠

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0
～

敷地・外構

1
0
0 2

0
0

3
0
0

4
0
0
～

● ● ● ●

機械設備

3
0
0

4
0
0
～

構造

2
0
0

3
0
0

4
0
0
～

電気設備

3
0
0

4
0
0
～
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出典：国交省 官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン（平成 30 年 8 月） 
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出典：国交省 官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン（平成 30 年 8 月） 

 

 



 

20 

 

 

出典：国交省 官庁営繕事業における BIM モデルの作成及び利用に関するガイドライン（平成 30 年 8 月） 
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※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、国交省 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）第 8編 下水道編 
（令和 3年 3月）」の「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 8 編 下水道編（令和 3 年 3 月） 
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出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 8 編 下水道編（令和 3 年 3 月） 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、国交省 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）第 8編 下水道編 
（令和 3年 3月）」の「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 
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出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 8 編 下水道編（令和 3 年 3 月） 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、国交省 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）第 8編 下水道編 
（令和 3年 3月）」の「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 
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※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、国交省 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）第 8編 下水道編 
（令和 3年 3月）」の「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 8 編 下水道編（令和 3 年 3 月） 
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出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 8 編 下水道編（令和 3 年 3 月） 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、国交省 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）第 8編 下水道編 
（令和 3年 3月）」の「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 
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出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 8 編 下水道編（令和 3 年 3 月） 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、国交省 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）第 8編 下水道編 
（令和 3年 3月）」の「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 
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出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 機械設備編（令和 3 年 3 月） 
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出典：国交省 BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 機械設備編（令和 3 年 3 月） 



 

29 

 

3.3. 2次元モデル 

 

2次元モデルの作成及び閲覧方法は、以下のとおりとする。 

(1)  2次元モデルでは、i-DREAMsの GISプラットフォーム上の路線情報(ポリライン)、位置情

報（アイコン）に、附属施設物単位等で区分した属性情報を関連付けた BIMモデルを作成

または更新する。 

(2)  BIMモデルは、i-DREAMs 上で附属施設物単位等を指定することにより閲覧することができ

る。 

 

（解説） 

(1) 2次元モデルは、i-DREAMs の GISプラットフォーム上の路線情報(ポリライン)、位置情報（ア

イコン）に附属施設物単位等で換気所やパーキングエリアなどの構造物の属性情報を関連付け

たモデルである。 

2 次元モデルでの属性情報の付与とは、附属施設物単位等に整理し作成した属性情報を i-

DREAMs の GIS プラットフォーム上の路線情報、位置情報に関連付けることを意味する。属性情

報は、工事等の基本情報、施工計画書等の共通情報等に整理された情報で構成されている。詳細

については、「BIM成果品作成マニュアル」を参照されたい。 

なお、2次元モデルで作成する属性情報は、3次元モデルや 3次元点群モデルにも適用される

ことから、首都高の BIMモデルとして最低限作成する必要があるモデルである。 

 

(2) 路線情報、位置情報に関連付けられた BIMモデルは、i-DREAMs 上で参照したい箇所の路線情

報、位置情報を指定することで閲覧できる（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９．2 次元モデルからの属性情報の閲覧イメージ 

 

  

i-DREAMs画面（建物ｱｲｺﾝ、黄色表示の径間を選択）

属性情報一覧

確認申請書 構造計算書

図面社屋
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3.4. 3次元点群モデル 

 

3次元点群モデルの作成及び閲覧方法は、以下のとおりとする。 

(1) 3 次元点群モデルでは、i-DREAMs の GIS プラットフォーム上の路線情報(ポリライン)、位

置情報（アイコン）に、3次元点群データ及び附属施設物単位等で区分した属性情報を関連

付け、さらに 3 次元点群データには損傷単位の属性情報を関連付けた BIM モデルを作成ま

たは更新する。 

(2) i-DREAMs上で附属施設物単位等を指定することにより閲覧することができる。また、3次元

点群データに関連付けた損傷位置を選択することにより、損傷単位の属性情報を閲覧する

ことができる。 

 

（解説） 

(1)  3 次元点群モデルは i-DREAMs の GIS プラットフォーム上の路線情報（ポリライン）、位置情

報（アイコン）に、対象附属施設物の 3 次元点群データ及び附属施設物単位等に整理された属

性情報（図面、設計計算書、材料仕様書、施工計画書、施工記録等）を関連付け、さらに、3次

元点群データには属性情報(点検情報、補修情報等)を関連付けたモデルである。維持修繕事業

での点検や補修工事において、適用するモデルである。 

なお、3 次元点群モデルは、現時点では開発中であるが将来的には点検時に 3 次元点群デー

タに損傷位置をタグ等によって表示し、属性情報(点検情報)を付与する。これらのデータを補

修工事において引継ぎ、活用・更新することで補修情報を付与することを想定している。現時

点では構想段階だが、維持修繕事業において飛躍的な生産性の向上が期待できるものである。 

 

 路線情報、位置情報に関連付けられた BIM モデルは、i-DREAMs 上で参照したい箇所の路線情

報等を指定することで閲覧できる。また、3次元点群モデル上の損傷位置を表すピンを指定する

ことで、損傷単位の属性情報(点検情報や補修情報等)を閲覧できる(図１０)。 

 

 

図１０.  ３次元点群モデルからの属性情報の閲覧イメージ（平和島（上）PA） 
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4. その他（業務の引き継ぎ等） 

各データのファイル形式と使用するソフトウェアや首都高と受注者間の協議、業務の引き継ぎ、用

語の定義等については、CIM導入ガイドラインに準じるものとする。 

 

BIＭモデル作成 事前協議・引継書シート 【施設イメージ図】 （案） 

 

 

 

以 上 

  

局・事務所名

事業名等

段階（設計/施工/点検/補修）

事前協議時/納品時の別 事前協議時 納品時

記入日（年月日） 2020/11/11 2022/2/18

業務・工事名 〇〇補修基地新設工事

工期 2020/11/11～2022/1/9 202011/11～2022/2/20

発注者　担当課 設計担当課

発注者　担当職員 設計担当者

受注者　総括監督員

受注者　主任監督員

受注者　監督員

受注者　監督員

受注者　監督員

受注者　会社名

受注者　担当技術者

座標系

路線名 高速3号渋谷線

工区名

橋脚番号（始脚番号-終脚番号）

所在地/住所

対象構造物

BIMモデルの作成・更新の目的 地元説明、施工計画

新規/更新/未更新

格納フォルダ名

作成範囲

ワイヤフレーム/サーフェイス/ソリッド

詳細度

作成ソフトウェア

ファイル形式

ファイルサイズ

単位

属性（内容、付与方法等）

貸与品（前工程成果）の確認結果

次工程への引継事項

次工程への利用上の制約

次工程への留意点等

その他

備考
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